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ごあいさつ

蔵や物置の片隅や、普段はめったに開けることのない箪笥のひきだしなどといった場

所から、紙に墨やインクで文字などが書かれたものを見つける事があります。中には古

びて埃をかぶっていたり、水濡れした跡があったり、ネズミなどにかじられていたりす

るものもあるかもしれません。

一見、ゴミのように見えるかもしれませんが、これらは「古文書」と呼ばれ、読み解

いていくと地域やその家の歴史を知る上で重要なものが含まれていることが少なくあり

ません。

郷土資料館では、住民の皆様のご好意とご協力を得ながら、こうした古文書などをは

じめとする多くの史料を収集し、町の歴史を調べています。

今回の企画展は、「古文書に見る人々の暮らし３ 弘化３年の水害」として、これま

で寄贈・寄託などを受けながら収蔵してきた古文書の中から、弘化 3年の水害をテーマに、

どのような古文書が残されてきたのかを紹介する展示となります。この水害は江戸三大

水害の一つといわれ、大きな被害があったことが伝わっていますが、町域においても被

害を受けていた様子を古文書からうかがうことができます。

この展示を通じて、昔の人々の暮らしや史実などをより一層身近に感じていただくと

ともに、古文書に代表される「紙資料」の保存の重要性に改めて注目していただくきっ

かけとなれば幸甚です。

最後に、これらの貴重な資料をご提供くださいました皆様に厚く御礼申上げまして、

ごあいさつとさせていただきます。
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～ 凡例 ～

１． 本書は、 平成 30 年 3月 17 日 （土） から 5 月 6日 （日） まで開催される、 宮代町郷土資料館平

成 29 年度第 4回企画展 「古文書に見る人々の暮らし 3 弘化 3年の水害」 の展示図録です。

２． 展示開催期間中に休館日は次の通りです。

3月 19 ・ 22 ・ 26 日、 4 月 2 ・ 9 ・ 16 ・ 23 日、 ５月 1日

３． 展示の企画及びポスター ・ 図録の執筆執筆、 写真撮影、 デザイン、 編集等は、 当館学芸員 横内美穂

が担当しました。。

４． 図録の構成は、 展示構成とは異なります。 また、 掲載した写真の大きさは任意のものです。

５． 会場及び本書中の敬称は省略させていただきました。

６． 資料提供 ・協力者一覧 （五十音順 ・敬称略）

新井隆夫 ・岩崎俊男 ・岩崎文庫 ・折原静佑 ・岡安邦彦 ・河井伸一



1. 午ノ年大出水ニ付御普請御願出金出銭

天明 6年 （1786） 正月 2日

新井家文書

3. 当出水ニ付田畑反別小前書上帳

享和 2年 （1802） 8 月

西粂原村文書

4. 当未七月大出水ニ付御屋敷様より

夫食被下置割合帳

安政 6年 （1859） 8 月

岩崎家文書

江戸時代 埼玉県域の水害

江戸時代以前の関東平野は、東半分は常
ひたちがわ

陸川・鬼
き ぬ が わ

怒川の流域に、西半分は東京湾へと流れ込

む利根川・渡良瀬川の流域となっていました。1500 年代末から始められた大規模な河
か ど う

道付け替

え工事や、明治時代に入ってからの河道拡幅工事など水害から守るための改修を行ってきまし

たが、中流部での水害を防げるものではありませんでした。

江戸の三大水害というと、寛保 2 年（1742），天明 6 年 (1786)，弘化 3 年 (1846) の洪水が知

られていますが、記録に残る大洪水としては、1700 年代以降の 250 年間に 16 回を数えるそう

です。15 年に一度の頻度で発生していることになります。（2008 独立行政法人 防災科学技術研究所 自然災

害情報室 HP より）

また「埼玉県史資料編 13」では、近世の治水をテーマにして翻刻された史料が掲載されてい

ますが、目次をみると上記の江戸三大水害のほかに、宝暦 7 年 (1757)、明和 3 年 (1766)、安政

6 年 (1859) の洪水に関係する史料が確認できます。これらの水害も、埼玉県域に大きな被害を

与えました。







5. 御用触留帳

弘化 3年 （1846） 正月

新井家文書 9. 田畑水腐ニ付御出役賄入用取調帳

弘化 3年 （1846） 7 月

岩崎家文書

町域に残る水害関係史料

水害に関係する古文書を見つけるためには、「大水」「出水」「水難」「切所」「湛水」「水損」「水

腐」などといった文字がキーワードとなります。表紙にこれらのキーワードを見つけることが

できれば、古文書の中身が水害に関係しているものであると推察しやすいのですが、例えば、「乍

恐以書付奉願上候」などのような書き出しからだけでは何を願い出たものなのかわかりません

ので、本文の中にキーワードがないかを見ていく必要が出てきます。調べていくと、前述した

埼玉県域での水害に挙げたものの中で、寛保 2 年（1742）の水害以外については、関係する古

文書を見つけることができるようです。

今回の展示テーマである「弘化 3 年の水害」に関する古文書を探すのは、上記のキーワード

の他に年号である「弘化 3 年」（と翌 4 年）や、干支である「午年」（と未年）もキーワードに

して検索しました。表題から見つけることができたもの、内容を確認したものなど、あわせて

19 点の古文書をご紹介しています。



10. 田畑水腐ニ付御出役入用取調帳

弘化 3年 （1846） 7 月 29 日

新井家文書

13. 笠原用水路御入用御普請願書

弘化 3年 （1846） 9 月

新井家文書

8. 弘化三年丙午七月大出水ニ付

杉戸宿御伝馬難勤候間休役歎願之写

弘化 3年 （1846） 7 月 29 日

岡安家文書



展示品リスト

19. 水防修繕明俵代並諸入用払方覚帳

弘化 3年 （1846） 11 月

新井家文書

22. 馬飼料拝借証文 （雛形）

弘化 4年 （1847） 正月

岩崎家文書
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